


















　「日本語表現法Ⅰ」では、書くことの生活の自己点検を学びの出発点とし、定義、描写、説明、論証、物語、書き出しの工夫、聞き書きなど、さまざまな文章表現の基本について実作を通して学んでいく。 「書くこと」の学習指導についても理解を深めさせるため、中等国語教育の先達であり ＮＩＥ（注１）の先駆者でもあ 大村はま氏の実践を紹介しつつ、学びを深めて る。そうした基本的な学びを生かし、 全体 テーマに即してグループごと 課題を決定し、文章表現の実 場として文集作成 取り組んでいる。　新聞スクラップブックの作成は、 基本的な学びの一環として文章表






































































































































































　「日本語表現法Ⅰ」では、さまざまな文章表現の基本について実作を通して学ぶとともに、 「書くこ 」の学習指導について理解を深めさせることを目標に掲げ いる。さまざまな文種の指導について具体的に学ぶために、大村はま氏が『中学作文』 （注２）に示している述べ方の指導の実践を取り上げ、実際に提示され る課題を実作することを通して、学びを深めてい 。そうした基本的な学びを生かし 文集 成に取り組んでいく。　文章表現の工夫を学びつつ、社会と結び、さらに、橋本氏が重点







対する関心・必要感を高めること」をあげ いる。学習者に自己の興味・関心のありようを確認させることから出発しつつ、 「関心をもつべきものに関心をもたせる」ように指導することが大切であると説いている。ＮＩＥ学習において、自己 興味・関心を出発点としつつ、社会と結びつけ、考えてみ べき課題に目を向けさせていくことが目指されてい 。　
２の目標には、新聞を読む意欲・習慣・態度を身に けさせ、文
字を読む はもとより、図表やグラフなどさまざまな情報 読むことから離れない読書生活人として 基礎に培うことが示されている。ここでは非連続型の情報を読むことにも配意がなされ、ＮＩＥ学習において読書生活人の育成が目指されている点 注目したい。　
３の目標は、日本語によって考える力、即ち思考力育成のための






































































自己の興味・関心を出発点として、社会と結んで考えてみるべき課題に目を向けさせ、 「民主社会の世論形成に欠くことができ い」新聞に対する関心・必要感を高めさせるこ を目指す とした。新聞スクラップブックを作成するためにはどうしても新聞を読む必要がある。社会と結んで考えてみるべき課題に目を向けさせ、さまざまな種類の文章に触れて文章表現の工夫を学びながら、新聞を読む意欲・習慣・態度を育成していく。　
日本語によって考える力、思考力の育成についても 選んだ新聞
記事について要約し、文章表現の工夫についても分析、考察することを通して、さまざまな捉え方があ ことを知り、判断力や自己の意見を形成して くことができる。また、自己の考え 表すこ ばの獲得、自己の文章表現に生かしていきたい課題の自覚化 図っていくことも可能である。文集作成は、新聞スクラップブック 作成を通して学び得た文章表現の工夫を生かす場として位置づけた。　
さらに、国語教室における語句・語彙を豊かにする学習指導や自


































































内容や表現に疑問 感じたものを示した。内容とともに文章表現について目を向けさせるように観点を設定した。記述内容として、要約・分析・考察・まとめ 示し うえで、提出・点検・交流 ついて知らせておいた。分析・考察によって、自分の意見をもたせ、まとめで自分の表現に生かせる学び得たことを内容・表現両面から整理させることを重視し また、毎時間持参・提出させ、伊木が点検することによって習慣化 図る ともに、観点 提示して受講生が相互に交流する場 設け、新聞スクラップブックの充実を図りつつ、意欲を持続させていきたいと考えた。　（二）新聞スクラップブック作成の実際　受講生の一人であるＳ・Ｎさんの作成した新聞スクラップブック
























誤用している例を取り上げている点に興味をもった。 」と記しており、国語の教師を目指しているＳ・Ｎさんがことばへの関心を高めていることが表れている。また、まとめとして、 「本来の意味 誤用の両方が書いてあり、実際使うときに頭に入れておけ 役に立つと思う。 」と評価 たうえで、 「 『役不足』が誤用された原因について何も書い ない。おそらく力不足と混同してしまっ いると考えられるが、それにつ ても触れてほしかった。 」と記 、内容を一層充実させるための改善点を指摘している。　
この時間の新聞スクラップブックの交流の場面では、Ｓ・Ｎさん




























































































































































































































































































































































評価した。毎日新聞の記事については、内容面で選手発表とともに主な日程案を示し、読者の知りたいことを先取りしていること、表現面では説明的な文章の中に描写を入れることによる効果を指摘している。朝 新聞の記事については、内容面で 初選出の香川真司選手を取り上げ、 注目されていることを前面に押し出していること、事柄をそのまま説明するだけでなく筆者の言葉で新たに分かりやすくまとめて表現することの良さに目を向け いる。読売新聞の記事については、内容面で監督の選手決定の際の思いまで取材していること、本田圭佑選手 少年時代 夢 紹介して ることなど読者が知りたい新しい情報を与えること 価値に言及している。　
Ｎ・Ｉさんは、３紙の記事を比較することによって、それぞれの
記事の特長を らえ、いずれも読者のニーズを意識 た取材 効果や取材を生かし 効果的な表現の工夫に着目して分析し、自ら 表現に生かすポイントを学び得ている。　
第七回（二〇一四年六月三日・火）の提出で、Ｓ・Ｎさんは















































































































































































Ｃ・ 〝独特のリズム〟 という変わった表現が気になった。 記者なりに


























また、 「この記事では、 〝目を細める〟 〝心を痛め 〟といった慣






























































































































































えた後の沈黙」＝「序」 、 「さざなみの余韻」＝「幻蒼」 、 「いにしえの栄華」＝「亀甲松皮」を表していると思う。
　　
・全体的に見て、文学的な表現が多い。 （例「真っ赤な雲 伴





































































出）と記し、記者の文章表現の特徴を分析 いる。さらに、 「私が一番面白いと思ったのは、作品の描写をする際に、記者がまるで岡本になりきっているような所だ。 〝心 ままに表現した〟や〝朗らかな作風が培われていく〟など 彼の作品 特徴 よく らえ上で描写している。
 平井さんは個性的な表現が多いが、読者を飽







としてお招きし、 「伝えるための記事原稿とレイアウト 」と題する特別講義を実施した 受講生は新聞スクラップブック 作成を通して文章表現の工夫を学ん おり、実際に記事を執筆なさっている佐藤氏に文集作成の場にお て迷っていることにつ て 必要感を持って相談した。　
第一三回（二〇一四年七月一五日・火）の提出では、Ｓ・Ｎさん
は山陽新聞の二〇一四年七月九日（水）に掲載された実践女子大学教授、横井孝氏の古典文学『夜の寝覚』についての寄稿「解明進む













さらに、Ｓ・Ｎさんは「記事中に『残欠』 『錯宗』 『勇躍 いう

















山陽新聞から、夏 高校野球の記事を取り上げている。まとめとして、 「こ 記事では最初関西ってすごいとしか思わなかった。 しかし、読み進めていくうちに、両校の人々 思い 詰まったドラマのようで、人物描写も きいきとしていた。 」と内容や描写について分析している。　
そのうえで、 「また、この記事では中学校で学習材として使用す
るのに最適だ。 〝雌雄を決する〟 〝肩すかし 食らう〟 〝おえつが止まらない〟
 ということばの学習はもちろんだが、両校の選手につい


























みるべき話題を選び出し、自分の意見を育てていくことができる点で有効である。本実践においてＳ・Ｎさんが国語の教師を目指して、教育やことばの文化に関する話題を取り上げ、自分の意見を深めていったように、受講生一人一人が、新聞スクラップブック 作成通して、自己の興味・関心 出発点として、自己と社会を結びつつ、教職履修生として自己の内なる問題と向き合い 考えてみるべき課題に目を向けていくことができる。　
第三に、教職履修生自身がＮＩＥ実践を体験することによって、
新聞に対する関心を高め、新聞を活用した単元の可能性に目を向けていくという点で有効性が認められる。Ｎ・Ｉさんは大村はま氏の単元に学んだことを生か らが実際に３紙の新聞を比較し、新聞を活用した単元の可能性に目を向けようと試み 。Ｓ・Ｎさんのように、実際に新聞を資料とする単元の構想に取り組もう する受講生が出現したことは、ＮＩＥ実践に対する関心を高め、新聞を活用した単元構想に取り組む指導者の育成に有効であ ことを実証している。　
教職課程の履修生には、 「日本語表現法Ⅰ」終了後も、教育問題
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